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まえがき

対象読者

本書は，日本語入力プロセス FIP (Front-end Input Process)を使用する，すべて
の利用者を対象としています。

本書の構成

本書は， 10の章と 3つの付録から構成されています。

第 1章 FIPの概要について説明します。

第 2章 FIPの起動方法と終了方法について説明します。

第 3章 FIPを使用した漢字入力方法を説明します。

第 4章 FIPを使用する前のユーザ環境の設定方法について説明します。

第 5章 FIP/SUBの概要について説明します。

第 6章 FIP/SUBの起動と終了の方法，コマンド修飾子について説明します。

第 7章 FIP/SUB使用時のかな漢字変換について説明します。

第 8章 FIP/SUBを使用する際の制限事項について説明します。

第 9章 FIP/SUBの使用例を示します。

第 10章 変換情報サーバ・コントロール・プログラム (IMCP)について説明します。こ
の IMCPは VAXシステム固有のユーティリティです。

付録 A FIPのサポートする PROFILEの INDEXの一覧を示します。

付録 B FIPのメッセージについて説明します。

付録 C FIPを使用する際の制限事項について説明します。
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本書で使用する表記法

製品名について

本書では，「日本語 Compaq OpenVMS Alpha」は「日本語 Compaq OpenVMS
Alphaオペレーティング・システム」を，「日本語 Compaq OpenVMS VAX」
は「日本語 Compaq OpenVMS VAXオペレーティング・システム」を指し
ます。また特に明記しない限り，「日本語 Compaq OpenVMS」は，「日本
語 Compaq OpenVMS Alphaオペレーティング・システム」および「日本語
Compaq OpenVMS VAXオペレーティング・システム」の両方を指します。

また，日本語DECwindowsおよび日本語DECwindows Motifはすべて日本語
Compaq DECwindows Motif for OpenVMSソフトウェアを意味します。

本書では，次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインティ
ング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキーま
たはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

x



表記法 意味

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味し
ます。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1のオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，システム・
メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライン (たとえば
/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえばdevice-name)
などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
日本語入力プロセス (FIP)概要

日本語入力プロセス (FIP)は，日本語 Compaq OpenVMS上の端末 ( VT282，
VT382等)上で動いているアプリケーションに，日本語を入力するためのフロント
エンド・システムです。

FIPを利用して日本語を入力する場合，かな漢字変換処理を行いますが，その際，
ユーザの好みに合わせて変換キーの設定を変えられる機能を提供します。この機能
は， FIPのために開発された変換キー定義ライブラリ (IMLIB) (以下 IMLIBと記
述)によって実現されていますが，他のアプリケーションでも利用できるようにイ
ンタフェースが公開されています (『IMLIB/Compaq OpenVMSライブラリ・リフ
ァレンス・マニュアル』を参照)。

【 VAX】

FIPは，辞書アクセスを含むかな漢字変換を，変換サーバ・プロセス (変換情報サ
ーバ (CIserver))によって行うことができます。したがって，ネットワーク上のど
のノードからも，同一の辞書を用いたかな漢字変換サービスを受けることができま
す。かな漢字変換サービスの設定については，第 10章「IMCPの概要（VAXの
み）」を参照してください。

【 Alpha】

変換情報サーバ (CIserver)は，日本語 Compaq OpenVMS Alphaオペレーティン
グ・システムではサポートされません。 FIPは FIP自身でかな漢字変換を行いま
す。したがって，この手引きの変換情報サーバに関する記述および説明は，日本語
Compaq OpenVMS Alphaでは有効ではありません。
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日本語入力プロセス (FIP)概要

FIPの構成の概略は，図 1–1のようになっています。

図 1–1 FIPの構成要素

C I server

Communication

システム空間

プロセス空間Q I O

アプリケーション F I P

T T D R I V E R F I D R I V E R

置端 末 装 

• CIserverはシステムのスタート時に起動されます。

• FIPは起動時にユーザのプロファイルを見て，かな漢字変換のユーザ・インタ
フェースを決めます。
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日本語入力プロセス (FIP)概要

• ターミナルからの入力要求は FIDRIVERを通して FIPに渡されます。

• FIPは CIserverを使ってかな漢字変換を行い，変換途中の結果をアプリケーシ
ョンが使っているターミナルに表示します。

• ターミネータが入力されて入力が終了すると， FIPは変換によって得られた文
字列を FIDRIVERを通して TTDRIVERに返します。

• TTDRIVERは FIDRIVERから来た文字列を，ターミナルからの入力としてア
プリケーションに返します。

注意

PROFILEに CIserverの指定がない場合は， FIP自身でかな漢字変換を行
います。
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2
FIPの起動と終了

この章では，日本語入力プロセス (FIP)の起動と終了の方法について説明します。

2.1 FIPの起動

FIPは，DCLコマンドの INPUTコマンドによって起動することができます。ま
たこの際，DCLのコマンド・ライン上で，かな漢字変換で使用される個人辞書名
や PROFILE名を指定することもできます。

DCLのコマンド・ライン上で次のように入力します。

$ INPUT START

すると次のメッセージが出力されて， FIPが起動されます。

%FIP-I-WAITCONFIP, Wait establish FIP connection...
%FIP-S-CONCOM, connect FIP successfully completion

2.2 個人辞書とPROFILEの指定

FIP起動時に，かな漢字変換で使用される個人辞書や，かな漢字変換キー等の環境
設定のための PROFILEを指定することができます。これらの設定は日本語環境設
定ユーティリティー (JSY$CONTROL)を使うと簡単に設定することができます。
詳しくは『日本語ユーティリティー利用者の手引き』を参照してください。なお，
PROFILEの詳細については『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』を参照してくだ
さい。
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FIPの起動と終了
2.2個人辞書と PROFILEの指定

1. 個人辞書， PROFILEを FIP起動時に指定しない場合

DCLのコマンド・ライン上で次のように入力します。

（例 1）

$ INPUT START

この例のようにコマンド・ラインに何も修飾子を指定しなかった場
合，個人辞書としてSYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHO， PROFILEとし
てIM$DEFAULTS:IM$PROFILE.DATを使用します。漢字変換キーは JVMS
となります。

次の例のように論理名 JSY$KOJINに個人辞書ファイル名が定義され
ている場合は，その個人辞書が用いられます。論理名 JSY$KOJIN
がない場合は，SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHOが使われます。同様
に論理名 IM$PROFILEに PROFILEが定義されている場合は，その
PROFILEが用いられます。この論理名がない場合は， PROFILEとし
てIM$DEFAULTS:IM$PROFILE.DATが使われます。

（例 2）

$ DEFINE JSY$KOJIN KOJIN
$ DEFINE IM$PROFILE IM$PROFILE_EVEJ
$ INPUT START

この例では，個人辞書としてSYS$LOGIN:KOJIN.JISHO， PROFILEとし
てIM$DEFAULTS:IM$PROFILE_EVEJ.DATを使用します。漢字変換キーは
EVEJキーとなります。

2. FIP起動時に，個人辞書を指定する場合

DCLのコマンド・ライン上で，次のように個人辞書指定の修飾子を付加しま
す。

$ INPUT START/DICTIONARY=[ 個人辞書指定 ]
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FIPの起動と終了
2.2個人辞書と PROFILEの指定

[個人辞書指定]では，ディレクトリ名から個人辞書ファイルを指定することが
できます。ファイル名のみ指定した場合は，ディレクトリ名は SYS$LOGIN，
ファイル・タイプは.JISHOが適用されます。ただしこの修飾子が付加されな
い場合は，論理名 JSY$KOJINで定義されたファイル名が参照されます。

（例 1）

$ INPUT START/DICTIONARY=PRIVATE

この例では，個人辞書として SYS$LOGIN:PRIVATE.JISHOを使用します。

（例 2）

$ INPUT START/DICTIONARY=SYS$LOGIN:PRIVATE.JISHO

この例では，個人辞書として SYS$LOGIN:PRIVATE.JISHOを使用します。

3. FIP起動時に， PROFILEを指定する場合

DCLのコマンド・ライン上で，次のように PROFILE指定の修飾子を付加しま
す。

$ INPUT START/PROFILE=[ PROFILE 指定 ]

[ PROFILE指定]では，ディレクトリ名から PROFILEを指定することができ
ます。ファイル名のみ指定した場合は，ディレクトリ名は IM$DEFAULTS，
ファイル・タイプは.DATが適用されます。

$ INPUT START/PROFILE=IM$PROFILE_TARO

この例では， PROFILEとしてIM$DEFAULTS:IM$PROFILE_TARO.DATを
使用します。漢字変換キーは TAROキーとなります。
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FIPの起動と終了
2.2個人辞書と PROFILEの指定

4. FIP起動時に，個人辞書， PROFILEを指定する場合

DCLのコマンド・ライン上に次のように修飾子を付加します。

$ INPUT START/DICTIONARY=[ 個人辞書指定 ]/PROFILE = [ PROFILE 指定 ]

指定方法の詳細は， 2， 3を参照してください。

2.3 FIPの終了

一旦起動された FIPは，何らかの障害が発生しない限りそのまま動作し続けます。
FIPを停止させたい場合には INPUTコマンドを使用します。

2.3.1 INPUT STOP

DCLのコマンド・ライン上で，次のように入力します。

$ INPUT STOP

%FIP-S-DSCCOM, disconnect FIP successfully completion

というメッセージを出力して， FIPが停止されます。
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3
かな漢字変換入力

この章では，かな漢字変換入力について説明します。

3.1 かな漢字変換入力ができる状態

FIPを起動しても，必ずしもすべてかな漢字変換入力ができるようにはなりませ
ん。特殊な読み込み処理をしているアプリケーションの場合には， FIPのトラップ
にはかからずにそのままの入力処理が実行されます。つまり，図 1–1において，
FIDRIVERにトラップされずに， TTDRIVERがそのまま処理をしてしまう場合
があります。

かな漢字変換入力ができる状態であるかどうかを見るためには， PROFILEの中で
変換対象文字列のビデオ属性の指定を，反転 (reverse)，下線 (underline)等に設定
しておけば，その設定のビデオ属性で表示された場合に，かな漢字変換入力が可能
であることがわかります。

日本語 Compaq OpenVMSが提供する PROFILEでは，かな漢字変換可能な場合
は強調 (bold)または下線 (underline)になります。

3.2 入力操作

入力操作は，通常の日本語入力エディタ等と同様です。ただし，エディタと違う点
は， PROFILEで設定したキー定義ファイルに従って，変換処理ができるというこ
とです。
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かな漢字変換入力
3.2入力操作

日本語 Compaq OpenVMSは，あらかじめ作成されたキー定義を 4種類提供しま
す。ユーザは簡単な操作で，これらのキー定義のうちの 1つを選択して使用するこ
とができます。ユーザが何も変更しなかったときには， JVMSキーが使用されま
す。

1. JVMSキー

日本語 Compaq OpenVMS標準のキー定義です。 JVMSキーを使うと，かな
漢字変換キーと VMSの行編集キーとが重ならないという特徴があります。詳
しくは，『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

2. EVEJキー

EVEJエディタのキー定義です。日本語 EVEの EVEJキーパッド・モードで
使用されています。詳しくは『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

3. LEIAキー

LEIAエディタのキー定義です。数字キーパッドを使ってかな漢字変換を行い
ます。詳しくは，『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

4. TAROキー

ワープロ・ソフトの一太郎に似たキー定義です。

(注：一太郎は株式会社ジャストシステムの登録商標です。)

3.3 キー定義を選択する方法

キー定義を使用する場合には，論理名 IM$PROFILEを次のように定義します。ユ
ーザが何も選択しない場合には，キー定義は JVMSキーが使用されます。

• JVMSキーを使用する場合

$DEFINE IM$PROFILE IM$PROFILE_JVMS

• EVEJキーを使用する場合

$DEFINE IM$PROFILE IM$PROFILE_EVEJ
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かな漢字変換入力
3.3キー定義を選択する方法

• LEIAキーを使用する場合

$DEFINE IM$PROFILE IM$PROFILE_LEIA

• TAROキーを使用する場合

$DEFINE IM$PROFILE IM$PROFILE_TARO

この定義をユーザの LOGIN.COMに入れておくと，選択したキー定義を以後のセ
ッションで使用することができます。

新しいキー定義をアプリケーションで使用するには，アプリケーションを再起動し
てください。

なお，これらの設定は日本語環境設定ユーティリティー (JSY$CONTROL)を使う
と簡単に設定することができます。詳しくは『日本語ユーティリティ 利用者の手
引き』を参照してください。
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4
PROFILEの設定

PROFILEは，かな漢字変換環境設定の情報が書かれたテキスト・ファイルです。
ユーザは，システムが提供する PROFILEまたはユーザ独自の PROFILEのどちら
でも使用することができます。

4.1 PROFILEの指定

FIPでのかな漢字変換の環境設定は， IMLIBの環境設定規約に従います。したが
って IMLIBが規定している， PROFILEという環境設定用のテキスト・ファイル
によって，かな漢字変換環境を定義します。この PROFILEを指定するために，論
理名 IM$PROFILEを使用します。各ユーザの設定に関しては，『ユーザ・キー定
義 利用者の手引き』を参照してください。

4.2 独自のPROFILEの作成

FIPは， PROFILEの中のいくつかのキーワードを使用して，かな漢字変換の操作
を行います。 FIPのサポートする INDEXと値の一覧は，付録 Aを参照してくだ
さい。以下に，キーワードの設定方法を記述します。
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PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

4.2.1 かな漢字変換用のキー定義

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind

FIPは，かな漢字変換用のキーとして IMLIBの提供するKEYBINDファイル
を使用します。したがって， IMLIBで規定されたキー定義ファイルの所在を，
PROFILEの中に保持しておく必要があります (例 4–1参照)。

例 4–1 PROFILE内での KEYBINDファイル指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| DEC-JAPANESE.KEY.keybind : IM$KEY_EVEJ_LEVEL2.IM$DAT |
| DEC-JAPANESE.KEY.keybind_1 : IM$KEY_EVEJ.IM$DAT |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，KEYBINDファイルに， EVEJキー定義ファイル (IM$KEY_EVEJ_
LEVEL2.IM$DAT)を指定しています。

INDEXの "DEC-JAPANESE.KEY.keybind"で指定したKEYBINDファイルが正
しくなかった場合，この例では次の行の INDEX "DEC-JAPANESE.KEY.keybind_
1"で指定した別のKEYBINDファイル (IM$KEY_EVEJ.IM$DAT)を用いま
す。一般にKEYBINDファイルのロードに失敗した場合は， INDEXの "DEC-
JAPANESE.KEY.keybind_1"のように， "_(アンダーバー)数字 "の付いた INDEX
を 1から 9まで順にさがします。

PROFILE内で指定した複数のKEYBINDファイルがいずれも正しくなかった場
合は， FIPを正常に起動することはできません。KEYBINDファイルに関して
は，「ユーザ・キー定義 利用者の手引き」を参照してください。

また，この設定で SYS$LOGIN以外にあるKEYBINDファイルを指定する場合，
ディレクトリ名にプロセス論理名，あるいはジョブ論理名を指定することはできま
せん。 FIPでは，これらの論理名を解釈しません。
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PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

4.2.2 前編集領域 (pre-edit area)の指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow

DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn

FIPは，通常の文字列の入力の流れを途中でとらえて，入力文字をかなや漢字に変
換し，元の入力の流れに戻す機能を提供するものですが，かなや漢字に変換すると
きに，変換作業を画面上で行うための領域を必要とします。これを FIPでは， "前
編集領域 ( pre-edit area )"と呼び PROFILEで指定する必要があります。 ( 例 4–2
参照)。

通常は，端末画面のカラム位置，行位置を整数値で PROFILE内で指定しますが，
画面のステータス・ライン，すなわち 25行目を前編集領域として設定したい場
合， INDEXの "DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow"に "status"を指定します。

例 4–2 PROFILE内での前編集領域の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow : 24 |
| DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn : 1 |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，前編集領域は 24行 1列目が開始点として設定されています。ここで
設定された行数や列数が，端末画面の上限値を越えている場合には， FIPは自動的
に端末画面の最大値に設定し直します。さらに，特別な場合として "current"とい
う文字列 (小文字)が許されます。このキーワードの意味は， "現在カーソルの存在
する位置を，前編集領域として使用してください "ということです。
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PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

注意

あらかじめ決められた機能を表す文字列を，一般的にキーワードと呼んで
います。 PROFILEの中では， "DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow"等もキ
ーワードですが， IMLIBでは，それらを特別に INDEXと呼んでいます。

4.2.3 変換領域のビデオ属性

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition

DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition

DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition

DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition

DEC-JAPANESE.DISP.kanaRendition

変換領域とは， "かな漢字変換の対象となる入力文字領域 "のことです。一般的
に，入力文字列自体には何のマークもついていないために，どの文字列が現在の変
換対象文字列であるかはわかりません。したがって，変換入力ができる多くのアプ
リケーションにおいては，変換対象文字列の表示ビデオ属性を，他の文字列と区別
することによって，ユーザが変換対象文字列を認知できるようにしてあります。

たとえば，次のような表示だけでは，変換対象文字列がどれかはわかりません。

aiueo

次のような表示であれば， " ueo "が変換対象であることがわかります。 FIPで
は，この変換領域のビデオ属性を PROFILEによって指定する必要があります
(例 4–3参照)。

aiueo
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PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

例 4–3 PROFILE内での変換領域のビデオ属性指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition : bold |
| DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition : reverse |
| DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition : none |
| DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition : none |
| DEC-JAPANESE.DISP.kanaRendition : bold |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，変換対象文字列を高輝度 ("bold")，現在の変換対象文節を反転
("reverse")，変換対象文字列で，現在の変換対象文節より前に存在する文字列を
通常の表示 ("none")，現在の変換対象文節より後ろに存在する文字列を，通常
の表示 ("none")，によって表示することを指定します。特に，端末から入力され
た文字をひらがな，あるいはカタカナ変換した場合の変換領域のビデオ属性を
"kanaRendition"で指定することができます。例 4–3ではひらがな，あるいはカタ
カナ変換した場合のビデオ属性を高輝度 ("bold")にしています。

4.2.4 ASCII文字エコー・モードの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.ECHO.ascii

通常の端末は， ASCII文字 (アルファベット及び特殊記号)の入力に対して，半角
の ASCII文字をエコー文字として端末に表示します。たとえば，キーボードの "
k "というキーを押せば，端末の画面上に " k "という文字が表示されます。一部の
ワードプロセッサ等では，このエコー文字を全角の漢字コードに変換してから表
示するものがあります。この機能を提供するために IMLIBは， ASCII文字のエコ
ー・モードを設定できるように， PROFILEの INDEXとして， asciiを用意して
います。ここで指定できるキーワードは， hankaku (半角＝通常のエコー文字)ま
たは， zenkaku (全角＝全角の漢字コードに対応)のどちらかです (例 4–4参照)。
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PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

例 4–4 PROFILE内での ASCII文字の表示モードの設定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.ECHO.ascii : hankaku |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では「半角で ASCII文字を表示する」ことを指定しています。

4.2.5 かなキー入力時のエコー文字の指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.ECHO.kana

かなキーを用いて文字入力する場合，エコーバックされる文字の指定をします。
"hiragana"あるいは "katakana"を指定すると，それぞれひらがな，カタカナがエ
コーされます。また，半角カタカナをエコーバックさせる場合は， "jiskana"を指
定します (例 4–5を参照)。

例 4–5 PROFILE内でかなキー入力時のエコー文字の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.ECHO.kana : hiragana |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，かなキーからひらがながエコーバックされます。
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4.2独自の PROFILEの作成

4.2.6 自動ローマ字かな変換の指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.ECHO.autoRomanKana

FIPは，文字入力時にローマ字からかな文字に自動的に変換し，そのかな文字を端
末に表示する機能を持っています。たとえばユーザが，次のように 5文字のキー入
力を行った場合，そのローマ字に対応するかな文字が，逐次的に端末に表示されま
す。

aiueo

この場合は，次のように端末に表示されることになります。

あいうえお

この自動ローマ字かな変換を， PROFILEで指定する場合は，例 4–6のようにな
ります。

例 4–6 PROFILE内での自動ローマ字かな変換の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.autoRomanKana : on |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，端末から入力されるローマ字を，ひらがなに自動変換することを指定
しています。

4–7



PROFILEの設定
4.2独自の PROFILEの作成

4.2.7 文節拡大，文節縮小に関する動作の指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize

文節の長さを変更する際，以下の場合における動作の指定をします。

1. 文節の大きさが最小になっているときに，「文節縮小」キーが押された場合

2. 文節の大きさが最大になっているときに，「文節拡大」キーが押された場合

値に "none"を指定した場合は何も実行しません。 "rotate"が指定されると， 1
の場合は文節の大きさが最大に， 2の場合は文節の大きさが最小になります。
"done"のときは，現在の変換を終了して次の変換入力を待ちます (例 4–7参照)。

例 4–7 PROFILE内での文節のサイズの変換動作の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize : none |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では， 1， 2の場合に「何も実行しない」ことを指定しています。

4.2.8 文節間の移動に関する動作の指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber

変換対象となる文節を指定するとき，以下の場合における動作の指定をします。

1. 現在の文節が最初の文節にあるときに「前文節」キーが押された場合

2. 現在の文節が最後の文節にあるときに「次文節」キーが押された場合
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値が "none"のときは，何も実行しません。 "rotate"が指定されると， 1の場合は，
現在の文節は最後の文節に， 2の場合は，現在の文節は最初の文節に移動します。
"done"のときは，現在の変換を終了して次の変換入力を待ちます (例 4–8参照)。

例 4–8 PROFILE内での文節間の移動方法の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber : rotate |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では， 1の場合は「現在の文節は最後の文節に移動」し， 2の場合は「現在
の文節は最初の文節に移動」することを指定しています。

4.2.9 カーソル移動に関する指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition

ここでは，以下の場合における動作の指定をします。

1. カーソルが最初の文字にあるときに「左移動」キーが押された場合

2. カーソルが最後の文字にあるときに「右移動」キーが押された場合

値に "none"が指定されると，何も実行しません。 "done"のときは，現在の変換を
終了して次の変換入力を待ちます (例 4–9参照)。
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例 4–9 PROFILE内でのカーソル移動に関する指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition : done |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では， 1， 2の場合に「現在の変換を終了して，次の変換入力を待つ」こと
を指定しています。

4.2.10 変換情報サーバの指定 (VAXのみ)

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.SERVER.name

FIPは，かな漢字変換を行う実体として "変換情報サーバ (CIserver)"というネット
ワーク上のサービスを使用します。このサーバを使用することによってネットワー
ク上のどのノードからアクセスしても，同じ変換機能をサービスすることができる
ものですが，かな漢字変換を行うサーバとしてどのノード上のサーバを使用するか
を，プロファイルで指定しなければなりません (例 4–10参照)。

サーバ名は "IM$CISERVER_JP"を指定します。したがって，他のノード上の変換
情報サーバあるいは個人辞書を使用する場合は，次のように指定します。

DEC-JAPANESE.SERVER.name : node-name::IM$CISERVER_JP

この場合は，DECnetを使用してかな漢字変換が実行されることになります。ま
た，ローカルのかな漢字変換サーバを用いる場合は，次のようになります。

DEC-JAPANESE.SERVER.name : 0:IM$CISERVER_JP
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変換情報サーバを使用する場合は， CIserverプロキシーの設定が必要です。

$ run SYS$SYSTEM:IM$CONTROL.EXE
IMCP> create/proxy
IMCP> set proxy [remote-user] [local-user]

また，ローカルの変換情報サーバを使用する際も，ユーザの CIserverプロキシー
の設定を行ってください。詳しくは第 10章「IMCPの概要（VAXのみ）」を参照
してください。

もしサーバ名を PROFILEで指定しないと，かな漢字変換はネットワーク上のサー
ビスを使用せず，ローカルの個人辞書を使用することになります。その場合は，個
人の SYS$LOGINディレクトリの個人辞書( SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHO )が
あらかじめ準備されていなければなりません ( 例 4–10参照)。

例 4–10 PROFILE内での変換情報サーバの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.SERVER.name : VAXVAX::IM$CISERVER_JP |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では「"VAXVAX"と言う名のノード上にある， "IM$CISERVER_JP"という
サーバからDECnet ("::")で変換サービスを利用する」ことを指定しています。

注意

日本語 Compaq OpenVMS VAX V6.0システムの CIserverを使用する場合
は，‘‘ IM$CISERVER_JP ’’の代りに‘‘ japanese_kk ’’を使用する必要があり
ます。
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4.2.11 警告ベル音の on/off指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.FIP.warningBell

PROFILE内で，警告ベル音の on/offを設定することができます。 "on"を
PROFILE内で指定すると警告ベル音を発し， "off"を指定するとベル音を止め
ることができます (例 4–11参照)。

例 4–11 PROFILE内での警告ベル音の on/offの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.FIP.warningBell : on |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，警告ベル音を鳴らすことを指定しています。

4.2.12 日本語変換スタート・キーの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.FIP.conversionStartKey

通常， FIPを起動させると，端末から入力される文字はすべて日本語変換の対象
になりますが， PROFILE内で「日本語変換スタート・キー」を指定することによ
り，そのキー入力後のみ，日本語変換を行うように設定ができます。そして，一連
の日本語変換が確定し，その行での入力が終了するとまた無変換状態に戻り，再び
各ユーザが指定した「日本語変換スタート・キー」が入力されるまでは，日本語変
換を実行できない状態にしておくことができます ( 例 4–12参照)。
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日本語変換の前編集領域をDCLのコマンド・ライン上に指定している場合
は( DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow : current )，通常リターン・キーによっ
てその行での入力が終了し，変換スタート・キーが無効となって無変換状態に戻り
ます。

前編集領域をステータス・ライン上に指定している場合は
( DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow : status )，変換スタート・キーが入力され
るまでは，DCLの現在のコマンド・ライン上で，通常 FIPを起動していない状態
のキー入力ができますが，スタート・キーを入力した時点でステータス・ライン上
にプロンプトが表示され，そのライン上で日本語変換が可能になります。変換後
ステータス・ライン上でリターン・キーを入力すると，確定文字列がDCLコマン
ド・ラインに返ります。この時点で，変換スタート・キーが無効となって無変換状
態に戻ります。再びスタート・キーを入力するまでは，ステータス・ラインは用い
られず，入力はすべてのDCLのコマンド・ラインに表示されます。

このような変換スタート・キーを必要としない場合は， PROFILEから，この
INDEX ( DEC-JAPANESE.FIP.conversionStartKey )を除いておきます。

例 4–12 PROFILE内での日本語変換スタート・キーの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.FIP.conversionStartKey : CTRL_E |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，日本語変換スタート・キーを，Ctrl/Eで指定しています。すなわち，
FIPを起動させた後でも，このスタート・キーを入力するまでは，入力文字列を日
本語変換させることはできません。ある時点で，スタート・キーを入力して初め
て，日本語変換を実行することができます。変換を確定し，その行での入力が終了
すると，また日本語変換をしない状態に戻り，Ctrl/Eを再び入力するまでは日本語
変換できません。ユーザがDCL上でコマンド入力する際，部分的にのみ日本語を
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入力したい場合などに用いられます。変換スタート・キーのキー名の指定方法につ
いては，付録 Aを参照してください。

4.2.13 ステータス・ラインを使用するときのプロンプトの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.FIP.statusLinePrompt

FIPを用いて日本語変換を行うとき，端末のステータス・ラインを利用することが
できます。その際にステータス・ライン上に表示されるプロンプトの文字列をユー
ザが指定できます ( 例 4–13参照)。プロンプトの文字列をユーザが指定しないと
きは， "変換>"という文字列がプロンプトとして，ステータス・ライン上に現れま
す。

例 4–13 PROFILE内でのステータス・ライン上のプロンプト文字列の指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.FIP.statusLinePrompt : 日本語変換 > |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，プロンプト文字列として， "日本語変換>"を設定しています。

注意

ステータス・ラインを使用するときは，前編集領域の指定で
"DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow"に "status"を指定します。
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4.2.14 JISかな codeの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana

日本語変換を行うときに， JISのかな code (半角かなコード)を使用するかどうか
を指定します。 JISかな codeを使用する場合， C1制御文字コード (SS2)が送ら
れますので， FIPを使用するアプリケーション側で，この制御コードを処理する必
要があります ( 例 4–14参照)。

注意

通常のアプリケーションは， (SS2 + JISかな)を 1文字として取り扱って
いません。したがって，アプリケーションが上記コードを明示的にサポー
トしている場合以外は，’off ’で使用することをお勧めします。

ユーザが C1制御文字コード (SS2)を端末から入力する場合は， FIPを起動する前
に，端末属性の設定を行わなければなりません。端末属性の設定は， KANJIGEN
ユーティリティを用います。

$ RUN JSY$SYSTEM : KANJIGEN
KANJIGEN> SET/EDIT=ENABLE
KANJIGEN> EXIT

これで，端末がmulti-byte editing状態となり， "SS2 + JISかな "が入力可能にな
ります。
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例 4–14 PROFILE内での JISかな codeの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana : off |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，日本語変換時に JISのかな codeを使用しません。

4.2.15 文字コードセットの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.CHAR.codeSet

FIPを用いて日本語変換を行うときに使用する文字のコードセットを指定しま
す。ただし， FIPは通常 Super DEC漢字のコードセットを扱っていますので，
Super DEC漢字のコードセットで特に問題ない場合は，ユーザがこの INDEXを
PROFILEに追加する必要はありません ( 例 4–15を参照)。

例 4–15 PROFILE内での文字コードセットの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.CHAR.codeSet : sdeckanji |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，文字コードセットとして Super DEC漢字を指定します。
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4.2.16 ローマ字かな変換テーブル・ファイルの指定

PROFILE内の該当する INDEX名

DEC-JAPANESE.ECHO.romkanaDB

FIPを用いてローマ字文字列をかな文字列に変換するときの "ローマ字－かな "の
対応を，ユーザがカスタマイズする事ができます。

ユーザがカスタマイズしたい場合は，テンプレート・ファイルに記述されたテーブ
ルの書式に合わせて変更してください。カスタマイズしたファイルに対しては，フ
ァイル名，ファイルタイプ名に特に制限はありません。

ローマ字かな変換のテンプレート・ファイルは，
JSY$EXAMPLES:IM$ROMKANA_DB.TEMPLATEです (例 4–16を参照)。

例 4–16 PROFILE内でのローマ字かな変換テーブル・ファイルの指定例

im$profile.dat
+---------------------------------------------------------------+
| ・ |
| DEC-JAPANESE.ECHO.romkanaDB : USER$:[TMP]ROMKANA.DAT |
| ・ |
| ・ |
| ・ |
+---------------------------------------------------------------+

この例では，ローマ字かな変換テーブル・ファイルとして
USER$:[TMP]ROMKANA.DATを指定します。
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4.3 PROFILEの例

例 4–17 PROFILEの例
MYDIR:MY_PROFILE.DAT
+---------------------------------------------------------------+
| DEC-JAPANESE.KEY.keybind : IM$KEY_JVMS_LEVEL2 |
| DEC-JAPANESE.KEY.keybind_1 : IM$KEY_JVMS |
| DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow : current |
| DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn : current |
| DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition : bold |
| DEC-JAPANESE.DISP.kanaRendition : bold |
| DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition : reverse |
| DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition : none |
| DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition : none |
| DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana : off |
| DEC-JAPANESE.ECHO.kana : hiragana |
| DEC-JAPANESE.ECHO.ascii : hankaku |
| DEC-JAPANESE.ECHO.autoRomanKana : off |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize : none |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber : rotate |
| DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition : done |
+---------------------------------------------------------------+

PROFILEを特に変更しない場合は，例 4–17の PROFILEの INDEX情報が，
FIPを起動するときに参照されます。この PROFILEの初期設定では，変換サ
ーバや変換スタート・キーなどは含まれていないことになります。また，この
PROFILEに含まれている INDEXを省略しても，例 4–17に示された値が標準値
として設定されます。
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5
FIP/SUB概要

FIP/SUBは，日本語 Compaq OpenVMS V6.1から新たに追加された，サブプロセ
スを利用して日本語入力処理を行うユーティリティです。

5.1 日本語入力機能

FIP/SUBは日本語入力の機能を持たないプログラムに対し，手軽に日本語入力の
機能を提供する，サブプロセス型のユーティリティです。 FIP/SUBを使用するこ
とにより，プログラムを修正することなく日本語文字列の入力が可能となります。

通常，端末に対する入出力は，図 5–1のように端末ドライバを通して行われてい
ます。

図 5–1 端末での入出力機構

 
漢字端末 端末ドライバ ユーザ・プロセス

FIP/SUBを使用する場合は，端末ドライバとユーザ・プロセスの間に FIP/SUB
プロセスと疑似端末ドライバが加わります。ユーザ・プロセスは FIP/SUBのサブ
プロセスとして作成され，ユーザの実行するコマンド/プログラムはすべて，この
サブプロセスの中で実行されます。端末に対する入出力は FIP/SUBと疑似端末ド
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ライバを通して行われることになります。図 5–2はこの関係の概略を示していま
す。

図 5–2 FIP/SUB起動時の端末での入出力機構

 

漢字端末 端末ドライバ

擬似端末ドライバ ユーザ・プロセス
（サブプロセス）

FIP/SUBプロセス
（親プロセス）

ユーザ・プロセスからは，疑似端末ドライバが実際の端末ドライバと同じように見
えており，疑似端末ドライバであることを意識することなく使用可能です。

変換開始キーが押されると FIP/SUBは変換入力を行い，入力された日本語文字列
を疑似端末ドライバを通してユーザ・プロセスに送ります。ユーザ・プロセスで
は，漢字端末から直接日本語文字列が送られたようにみえることになります。

変換入力を行った後は， FIP/SUBを使用していないときと同じように処理される
ため，日本語をサポートしていないプログラムを使用する場合， 2バイト文字を削
除したり，カーソルキーによる移動を行うときに，キーを 2回ずつ押す必要があり
ます。

5–2



FIP/SUB概要
5.2漢字コード変換フィルタ機能

5.2 漢字コード変換フィルタ機能

FIP/SUBでは，DEC漢字とシフト JISとの漢字コード変換フィルタ機能を提供し
ます。

5.2.1 シフト JISホストのサポート

DEC漢字端末から，シフト JISを使用するアプリケーションの実行，または，シ
フト JISを使用するパソコン通信等への接続が可能です。

図 5–3 シフト JISホストのサポート

 

DEC漢字端末

ユーザ・プロセス
（サブプロセス）

DEC漢字/シフトJISコード変換

シフトJISを使用

シフトJISを

FIP/SUBプロセス
（親プロセス）

使用する
パソコン通信等
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5.2.2 シフト JIS端末のサポート

DEC漢字コードを使用しているアプリケーションを変更することなく，シフト
JIS端末からDEC漢字コードを使用しているアプリケーションを使用できます。

ただし， FIP/SUBではコード変換を行うだけなので，シフト JIS端末でサポート
していない<ESC>シーケンスを出力するようなアプリケーションは，使用できま
せん。

図 5–4 シフト JIS端末のサポート

 

シフトJIS端末

ユーザ・プロセス
（サブプロセス）

シフトJIS/DEC漢字コード変換

DEC漢字を使用

FIP/SUBプロセス
（親プロセス）
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FIP/SUBの起動と終了

この章では， FIP/SUBの起動と終了方法，コマンド修飾子について説明します。

FIP/SUBを起動するには次のようにDCLコマンドを入力してください。

$ INPUT START/SUBPROCESS

終了する場合は，サブプロセスを終了させるための LOGOUTコマンドを入力しま
す。

$ LOGOUT

6.1 形式

FIP/SUBの形式は次のようになります。

$ INPUT START/SUBPROCESS [コマンド文字列]

6.2 コマンド・パラメータ

コマンド文字列

サブプロセス中で実行するコマンド文字列を指定します。これを指定した場合は最
初にこのコマンド文字列を実行し，その後，次のコマンドの入力待ちになります。
または，最後に LOGOUTコマンドを実行するコマンド・ファイルを作成し，

$ INPUT START/SUBPROCESS @ファイル名
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と入力することにより，コマンド・ファイルを実行後，自動的に FIP/SUBを終了
させることができます。

コマンド文字列を指定しなかった場合には，コマンド入力待ちの状態になります。

6.3 コマンド修飾子

この節では， FIP/SUBのコマンド修飾子について説明します。表 6–1にコマンド
修飾子の一覧を示します。

表 6–1 コマンド修飾子

コマンド修飾子 省略時の値

/CLI=CLI名

/CODE=(option[,...])

/CONVERSION_KEY=(変換開始キー[,...]) /CONVERSION_KEY=" ‘ "

/DICTIONARY=個人辞書 /DICTIONARY="SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHO"

/LINE=変換入力行

/LOG /LOG

/PROCESS=プロセス名

/PROFILE=プロファイル名 /PROFILE="IM$DEFAULTS:IM$PROFILE.DAT"

/PROMPT=プロンプト文字列

/STATUS_LINE /STATUS_LINE (VT282,VT382使用時)

次に各コマンドについて詳しく説明します。

6.3.1 /CLI=CLI名

サブプロセスで使用する，コマンド・ランゲージ・インタプリタ( CLI )を指定しま
す。

省略時は親プロセスで使用している CLIを使用します。
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6.3.2 /CODE=(option[,...])

FIP/SUBで漢字コード変換を行うことを指定します。

以下のオプションを指定できます。

SHIFT_JIS

DEC漢字コードとシフト JISコードとのコード変換を行うことを指定しま
す。

この SHIFT_JISを単独で指定した場合は，端末側がDEC漢字コード，サ
ブプロセス側がシフト JISコードとなります。

例:　　/CODE=SHIFT_JIS

TERMINALと共に指定した場合は，端末側がシフト JISコード，サブプロ
セス側がDEC漢字コードとなります。この場合， FIP/SUBによる漢字変
換入力は使用できません。

例:　　/CODE=(SHIFT_JIS,TERMINAL)
TERMINAL

SHIFT_JISと共に指定し，端末側がシフト JISコード，サブプロセス側が
DEC漢字コードであることを指定します。

DELETE

指定したコードをDELETEコードに変換することを指定します。

DELETE=BS　　　　BSコードをDELETEコードに変換します。
KANA

半角カタカナを入力した場合に全角ひらがな，またはカタカナに変換するこ
とを指定します。

KANA=HIRAGANA　　半角カタカナを全角ひらがなに変換します。

KANA=KATAKANA　　半角カタカナを全角カタカナに変換します。
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6.3.3 /CONVERSION_KEY=(変換開始キー[,...])

変換入力を開始するキーを指定します。変換開始キーには，Ctrlキーと共に押して
変換入力を開始するキーを， 1文字で指定します。また， VT282， VT382の場合
には，変換開始キーにF6～F20を指定することにより，ファンクション・キーを押
して変換入力を開始することができます。変換開始キーは複数指定可能です。ただ
し，複数指定した場合は，最後のキーのみが実行開始時のメッセージ中に表示され
ます。

省略時の変換指定キーは‘‘ ‘ ’’キーで，Ctrl/‘により変換入力を開始します。

VT282， VT382等の漢字端末で，変換開始キーとして指定可能なキーを表 6–2に
示します。

表 6–2 変換開始キーとして指定可能なキー

指定可能な変換開始キー Ctrlキーと共に押して発生するコントロール・コード (16進)

Ａ～Ｚ 01～ 1A

＠，２， スペース 00

￥，｜，＄，４ 1C

］，｝，％，５ 1D

‾，｀，＾，６ 1E

／，？，＆，７ 1F

８ 7F ( DELコード )

6.3.4 /DICTIONARY=個人辞書

FIP/SUBでの変換に使用する，個人辞書を指定します。

省略時は SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHOを使用します。
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6.3.5 /LINE=変換入力行

変換入力の作業領域として使用する，画面上の行位置を指定します。

/LINEおよび/STATUS_LINEのどちらの指定もない場合はデバイス・タイプの
値により， VT200_Series， VT300_Seriesに設定されている場合は，それぞれ
VT282， VT382とみなして 25行目を使用し，それ以外の場合は 1行目を使用しま
す。

/STATUS_LINEと同時に指定することはできません。

6.3.6 /LOG

FIP/SUB実行開始および終了時のメッセージの表示を制御します。

/NOLOGを指定するとメッセージを表示しません。省略時は/LOGでメッセージを
表示します。

6.3.7 /PROCESS=プロセス名

サブプロセスのプロセス名を指定します。

省略時は次の形式のプロセス名を自動的に割り当てます。

username_n

6.3.8 /PROFILE=プロファイル名

FIP/SUBを起動する際に参照されるプロファイル名を指定します。

省略時は IM$DEFAULTS:IM$PROFILE.DATを使用します。
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6.3.9 /PROMPT=プロンプト文字列

サブプロセスで使用するDCLのプロンプト文字列を指定します。

省略時は親プロセスのプロンプト文字列を使用します。

6.3.10 /STATUS_LINE

VT282， VT382の 25行目を，変換入力の作業領域に使用することを指定します。

/LINEおよび/STATUS_LINEのどちらの指定もない場合は，デバイス・タイ
プの値により VT200_Series， VT300_Seriesに設定されている場合はそれぞれ
VT282， VT382とみなして 25行目を使用し，それ以外の場合は 1行目を使用しま
す。

/LINEと同時に指定することはできません。
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FIP/SUBのかな漢字変換

この章では， FIP/SUBのかな漢字変換について説明します。

7.1 ユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)

FIP/SUBはユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)をサポートしています。 IMLIB
はかな漢字変換のキー定義を自分の好みにあわせて変更するためのライブラリで
す。文字入力におけるかな漢字変換のキー定義を，各ユーザが好みにあわせて変更
することができます。ユーザは自分の使い慣れた変換キーでかな漢字変換が行えま
す。

詳しくは『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』を参照してください。

7.2 標準のキー定義

IMLIBであらかじめ 4種類のキー定義が提供されています。ユーザはこれらのう
ちの 1つを選択して使うこともできますし，ユーザ作成のキー定義も使用できま
す。

1. JVMSキー

日本語 Compaq OpenVMS標準のキー定義です。 JVMSキーを使うと，かな
漢字変換キーとOpenVMSの行編集キーとが重ならないという特徴がありま
す。詳しくは，『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

2. EVEJキー

EVEJエディタのキー定義です。日本語 EVEの EVEJキーパッド・モードで
使われています。詳しくは『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。
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3. LEIAキー

LEIAエディタのキー定義です。数字キーパッドを使ってかな漢字変換を行い
ます。詳しくは，『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

4. TAROキー

ワープロ・ソフトの一太郎に似たキー定義です。

(注：一太郎は株式会社ジャストシステムの登録商標です。)

7.3 キー定義の使い方

ここでは，数字キーパッドで変換するために LEIAキーを指定する方法を紹介しま
す。詳しくは『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』を参照してください。

数字キーパッドを使用してかな漢字変換を行っていたユーザは， SYS$LIGINに
IM$PROFILE.DATを用意してください。起動時に IM$PROFILE.DATが参照さ
れ，数字キーパッドでかな漢字変換が行えます。

$ COPY SYS$LIBRARY:IM$PROFILE_LEIA.DAT SYS$LOGIN:IM$PROFILE.DAT

また，/PROFILEの修飾子で次のような指定も可能です。

$ INPUT START/SUBPROCESS/PROFILE=IM$PROFILE_LEIA

7.4 半角カタカナの入力

半角カタカナがサポートされているオペレーティング・システムでは，半角カタ
カナの入力ができます。以下のように論理名 FIP$SUB_DEFAULT_CODE_SET
に同値名 SDECKANJIを割り当ててから， FIP/SUBを起動してください。起動
後，KANJIGEN/INPUT=KANJI/EDIT=ENABLEに設定してください。
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$ DEFINE FIP$SUB_DEFAULT_CODE_SET SDECKANJI
$ INPUT START/SUBPROCESS
Creating subprocess...
Process INASAWA_1 spawned
Enter LOGOUT command to exit. Type F14 to enter Kanji.
$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN
KANJIGEN > SET/EDIT=ENABLE/INPUT=KANJI
KANJIGEN > EXIT
$
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FIP/SUBの制限事項

この章では， FIP/SUBの制限事項について説明します。

8.1 端末に対する影響

FIP/SUBは，変換入力時にユーザ・プロセスとは独立に端末に対する入出力を行
いますので，端末に対して以下のような影響があります。

1. VT282， VT382で 25行目を使用する場合は，端末の表示設定が自動的に“25
行目＝ホスト制御”になります。

2. EDT， TPUなどのエディタでは端末に対して挿入/書き換えモードの切り換え
を行っていますが，挿入モードになっている状態で変換入力を行うと，表示が
おかしくなります。この場合Ctrl/Rで変換入力行を再表示してください。

3. シフト JIS端末で使用する場合は，シフト JIS端末でサポートしていな
い<ESC>シーケンスを出力するようなアプリケーションは使用できません。

8.2 端末ラインの属性に関する制限

FIP/SUBは疑似端末ドライバを使用しているため，端末ラインの属性に関して以
下のような制限があります。

1. FIP/SUBはサブプロセスで使用する疑似端末に対し，実際の端末の属性を引継
ぎます。このとき端末の属性のうち，Hostsync， TTsyncをセット， LFfill，
CRfill， Remote，Modem， Autobaud，Hangup，DMA， Fallbackをクリ
アします。これらの値をサブプロセス中で変更した場合でも， FIP/SUB終了
時には， FIP/SUB実行前の値に戻ります。

8–1



FIP/SUBの制限事項
8.2端末ラインの属性に関する制限

2. サブプロセス中で SET TERMINALコマンド等で端末のスピード及びパリティ
の設定を行った場合，設定は行われますが，実際の処理は行われず無効となり
ます。また， FIP/SUBを終了した時点で，それらの設定は元に戻ります。

3. 端末デバイス名が_FTAxxx: ( xxxは数字 )になりますので，端末デバイス名を
調べるようなプログラムは使用できないことがあります。

8.3 ユーザ・プロセスに関する制限

FIP/SUBは LIB$SPAWNを使用してサブプロセスを作成し，ユーザが入力するコ
マンドの実行はすべてこのサブプロセス中で行うため，シンボル，プロセス論理
名，デフォルト・ディレクトリの設定などは， FIP/SUB終了時に親プロセスには
反映されません。

8.4 その他の制限

1. SET HOST， SET HOST/LATコマンドでログインした環境では，デフォルト
の変換開始キー Ctrl/｀が機能しません。変換開始キーを別のキーに指定して起
動してください。次の例は，変換開始キーをF14キーに指定して，起動してい
ます。

$ INPUT START/SUBPROCESS/SUBPROCESS/CONVERSION_KEY=F14

2. 半角カタカナをサポートしていないオペレーティング・システムで，論理名
FIP$SUB_DEFAULT_CODE_SETを定義した場合，かな漢字変換は行えませ
ん。

3. コマンド・プロシージャ内で FIP/SUBを起動する場合は，論理名
SYS$INPUTに同値名 SYS$COMMANDを割り当ててください。

$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ INPUT START/SUBPROCESS
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内部で日本語データを受け付けないようなアプリケーション・ソフトウェア
に関しては， FIP/SUBを使用することはできません。たとえば，入力データ
が英数字であるかどうかをチェックしたり， 7ビット ASCIIデータしか入力
を受け付けないアプリケーション・ソフトウェアです。ただし，こうした特別
処理を行うソフトウェアは少なく，一般的な入出力を行うソフトウェアでは
FIP/SUBで日本語を扱うことができます。
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FIP/SUBの使用例

この章では， FIP/SUBの使用例を示します。

9.1 FIP/SUBの起動，日本語入力および終了
$ INPUT START/SUBPROCESS
Creating subprocess...
Process INASAWA_1 spawned
Enter LOGOUT command to exit. Type CTRL ‘ to enter Kanji.
$

上記の例のように， FIP/SUBを起動するとサブプロセスが作られ，コマンドの入
力およびプログラムの実行が可能になります。

例えば SEARCHコマンドの検索文字列として日本語文字列を指定する場合はつぎ
のようになります。

$ SEARCH NIHONGO.TXT "

ここで Ctrl/｀を押すと，カーソルが変換入力行に移動し

変換入力 :

とプロンプトが表示されます。ローマ字/かな漢字変換により日本語文字列を入力
することができます。

変換入力 : 今日は

Returnキーを押すことによりカーソルが元の画面位置に戻り，コマンド行に入力し
た日本語文字列が表示されます。
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$ SEARCH NIHONGO.TXT "今日は

二重引用符を閉じます。これで SEARCHコマンドを実行できます。

$ SEARCH NIHONGO.TXT "今日は" Return

FIP/SUBを終了するには LOGOUTコマンドを入力します。

$ LOGOUT
Process INASAWA_1 logged out at 20-JAN-1994 15:34:23.06

Control returned to process INASAWA
$

9.2 変換開始キーの指定

FIP/SUB起動の際に，/CONVERSION_KEYを指定すると，変換入力を開始する
キーを指定することができます。

例 : VT282のF20キーを指定

VT282の場合には，F6からF20までのファンクション・キーを変換開始キーと
して指定できます。例えば, F20キーを変換開始キーとして指定する場合は，次
のように指定します。

$ INPUT START/SUBPROCESS/CONVERSION_KEY=F20\&
Creating subprocess...
Process INASAWA_1 spawned
Enter LOGOUT command to exit. Type F20 to enter Kanji.
$

9.3 プロファイルの指定

FIP/SUB起動の際に，/PROFILEを指定することにより， FIP/SUBでかな漢字変
換の動作を決定するプロファイルを指定することができます。詳しくは『ユーザ・
キー定義 利用者の手引き』を参照してください。この例では数字キーパッドでか
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な漢字変換を行うために，システムで提供されている IM$PROFILE_LEIA.DAT
を指定しています。

$ INPUT START/SUBPROCESS/PROFILE=IM$PROFILE_LEIA

9.4 変換入力行の指定

FIP/SUB起動の際に，/LINEを指定することにより，変換入力の作業領域として
使用する画面上の位置を指定することができます。変換入力の作業領域として，
24行目を使用したい場合は，次のように指定します。

$ INPUT START/SUBPROCESS/LINE=24

9.5 シフト JIS端末の使用

DEC漢字を使用しているアプリケーションをシフト JIS端末から使用したい場合
には，次のように指定します。

$ INPUT START/SUBPROCESS/CODE=(SHIFT_JIS,TERMINAL)

もし，シフト JIS端末の BSキーをDELETEキーとして使用したいときには次の
ように指定します。

$ INPUT START/SUBPROCESS/CODE=(SHIFT_JIS,TERMINAL,DELETE=BS)

9.6 シフト JISホストの使用

DEC漢字端末から，シフト JISを使用するアプリケーションの実行，または，シ
フト JISを使用するパソコン通信等への接続をしたい場合には次のようにします。

$ INPUT START/SUBPROCESS/CODE=SHIFT_JIS
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IMCPの概要（VAXのみ）

この章は，日本語 Compaq OpenVMS VAXのシステム管理者を対象に書かれてい
ます。次のことを説明します。

• 変換情報サーバ・コントロール・プログラム (IMCP)の概略

• IMCPの使用方法について

• IMCPのコマンドについて

10.1 IMCPとは

変換情報サーバ・コントロール・プログラム (IMCP)は，日本語 Compaq
OpenVMS VAX上で変換情報サーバ（CIserver）を設定したり，コントロール
するためのプログラムです。 CIserverは，かな漢字変換に必要な情報を FIP
(Front-end Input Process) や，その他の変換情報サーバ・クライアントを使用す
るアプリケーションに提供するサーバです。 CIserverはネットワークを経由し
て， FIPやその他の変換情報サーバ・クライアント・アプリケーションと接続し，
かな漢字変換の情報を交換することができます。現在サポートされるトランスポー
トは，ローカル・トランスポートとDECnetトランスポートの 2つです。

図 10–1に， CIserverの概略図を示します。
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図 10–1 CIserver概略図

 

   CIserver

CIserver

 

F I P Personal
Dictionary

Personal
Dictionary

Personal
Dictionary

クライアント A

クライアント B

CIserver Client

10–2



IMCPの概要（VAXのみ）
10.1 IMCPとは

IMCPを使用すると次のことができます。

• クライアントのノード，ユーザ，トランスポートに応じて， CIserverプロキ
シ・アカウントを指定できる。また，登録されていないユーザに対して，省略
時の CIserverプロキシ・アカウントを設定することができる。

これらの情報は， CIserverプロキシ・データベースで管理されています。

• CIserverのステータスや， CIserverプロキシ・データベースの内容を見る。

• CIserverをシャットダウンする。

10.2 IMCPの起動と終了

IMCPを起動するには,まずDCLコマンドで以下のように入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:IM$CONTROL

IMCP>というプロンプトが表示されますので， IMCP>プロンプトに続けて，
IMCPのコマンドを入力します。 IMCPのコマンドについては，第 10.3節で説明
します。

IMCPを終了するには， IMCP>プロンプトに対して "EXIT"とタイプする
か Ctrl/Zを押してください。

IMCPは，DCLシンボルにコマンドとして定義しておくことにより， 1行で
IMCPコマンドを実行することができます。

たとえば CIserverを停止するには，次のようにします。

$ IMCP :== $IM$CONTROL
$ IMCP STOP SERVER

注意

IMCPを使用するためには BYPASS，OPERの特権が必要です。
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10.3 IMCPコマンド

この説では， IMCPで使用できるコマンドについて説明します。表 10–1に IMCP
コマンドの一覧を示します。

IMCPのコマンドは， IMCP>プロンプトに続けて入力することできます。

表 10–1 IMCPコマンド一覧

コマンド 説明

CREATE/PROXY CIserverプロキシ・データベースを作成します。

SET PROXY ユーザが CIserverを利用してアクセスする辞書を設定します。

SET PROXY/DEFAULT 登録されていないユーザの辞書アクセスを認めるか，あるいは拒否するか
を決めます。

REMOVE PROXY CIserverプロキシ・エントリを削除します。

SHOW PROXY CIserverプロキシ・データベースに登録されたエントリを表示します。

SHOW SERVER CIserverのステータスを表示します。

SHOW CONNECTION CIserverに接続されているクライアントの情報を表示します。

STOP SERVER CIserverを停止します。

EXIT IMCPを終了します。

HELP IMCPサブコマンドに関する説明を表示します。

次に各コマンドについて詳しく説明します。
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CREATE/PROXY

辞書アクセスを制御するための CIserverプロキシ・データベースを作成します。

形式

CREATE/PROXY

コマンド修飾子

なし

パラメータ

なし

説明

ユーザが CIserverを利用して，ローカルの辞書にアクセスするには，あらかじめ
アクセスするための権限 ( CIserverプロキシ)をデータベースに登録しておく必
要があります。この CREATE/PROXYコマンドは，アクセス権の情報を管理する
CIserverプロキシ・データベース（SYS$SYSTEM:IM$CIS_PROXY_DB.DAT）
を作成します。新規に CIserverプロキシを設定・登録するには，まずこのコマン
ドを用いてデータベースを作成します。
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例

IMCP> CREATE/PROXY

この例で， CREATE/PROXYコマンドは，ユーザの辞書アクセス権を登録，管理
するための CIserverプロキシ・データベースを作成します。
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HELP

IMCPサブコマンドに関する情報を表示します。

形式

HELP [help-topic [subtopic [...]]]

コマンド修飾子

なし

パラメータ

help-topic

知りたい IMCPのコマンド名を指定します。アスタリスク・ワイルドカード (*)を
コマンド名の中あるいは，それのみで使用できます。

subtopic

サブトピック（コマンド修飾子あるいはコマンド・パラメータ）を指定します。
アスタリスク・ワイルドカード (*)をサブトピック名の中，あるいはそれのみで使
用できます。

説明

HELPコマンドは， IMCPサブコマンドに関する情報を例を挙げて説明します。
次の例は SET PROXYのHELPの実行例です。
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HELP

例

IMCP> HELP SET PROXY

SET
PROXY

SET PROXY コマンドは変換情報サーバ・クライアントを
ローカルのユーザにマップします。

形式

SET PROXY remote-user local

次の情報検索が可能です。

Parameter /DEFAULT

この例は，Help-topicとして SETコマンド， subtopicとして PROXYコマンドの
HELP情報を示しています。
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REMOVE PROXY

REMOVE PROXY

CIserverプロキシ・エントリを削除します。

形式

REMOVE PROXY user

コマンド修飾子

/LOG
/NOLOG

コマンドの実行結果を表示するかどうかを指定します。省略時設定は/NOLOGで
す。

パラメータ

user

ユーザ名を指定します。ユーザ名は node::userの形で表され， nodeはノード名，
userはそのノード上のユーザ名を示します。ノード名は 1文字から 20文字までの
ASCII文字，ユーザ名は 1文字から 30文字までの ASCII文字で表すことができま
す。

注意

DECnetのノード名は 1～ 6文字の英数字で，必ず 1つ以上の英字を含む
文字列で表されます。
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REMOVE PROXY

説明

CIserverプロキシ・データベースから指定された CIserverプロキシ・エントリ
を削除します。このコマンドで，省略時の CIserverプロキシ・エントリを削除す
ることはできません。省略時の CIserverプロキシ・エントリの削除に関しては，
SET PROXY/DEFAULTを参照してください。

例

IMCP> REMOVE PROXY TOKYO::JIM

ノード "TOKYO"の，ユーザ "JIM"の CIserverプロキシ・エントリが削除されま
す。この後，このユーザからの辞書へのアクセスは，省略時の CIserverプロキ
シ・アカウントが使用されます。また， SET PROXY/NODEFAULTにより省略時
の CIserverプロキシ・アカウントが登録されていない場合は，エラーとなり接続
できません。
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SET PROXY

SET PROXY

ユーザが CIserverを利用してアクセスする辞書を設定します。

形式

SET PROXY user local

コマンド修飾子

/LOG
/NOLOG

コマンドの実行結果を表示するかどうかを指定します。省略時設定は/LOGです。

パラメータ

user

ユーザ名を指定します。リモートのユーザ名は node::userの形で表され， nodeは
ノード名， userはそのノード上のユーザ名を示します。 ノード名は 1文字から 20
文字までの ASCII文字， ユーザ名は 1文字から 30文字までの ASCII文字で 表す
ことができます。

注意

DECnetのノード名は 1～ 6文字の英数字で，必ず 1つ以上の英字を含む
文字列で表されます。

local

パラメータ user で示されるユーザが使用できる CIserverプロキシ・アカウントを
示します。ローカル・ノード上のユーザ名を指定します。
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SET PROXY

説明

ユーザが CIserverを利用してアクセスする辞書を設定することができます。この
設定を行うと，ユーザはローカルにある他のユーザと同じ権限で日本語変換するた
めの辞書をアクセスすることができるようになります。ユーザとは，そのユーザの
ノード名，トランスポート・デリミタ，ユーザ名から構成されます。トランスポー
ト・デリミタには，ローカル・トランスポートを表す "0:"とDECnetトランスポー
トを表す "::"の 2種類があります。DECnetのトランスポート・デリミタ "::"を使用
する場合は，その前にノード名をつけなければなりませんが，ローカルのトランス
ポート・デリミタ "0:"を使用する場合は，ノード名は必要ありません。

例

1.

IMCP> SET PROXY TOKYO::JACK JACK_S

DECnetノード "TOKYO"のユーザ JACKが，ローカルのユーザ JACK_Sの権
限で辞書アクセスができるように設定します。

2.

IMCP> SET PROXY 0:JACK JACK_S

ローカル・ノードのユーザ JACKが，同じローカルのユーザ JACK_Sの権限で
辞書アクセスができるように設定します。
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SET PROXY/DEFAULT

SET PROXY/DEFAULT

登録されていないユーザが，ローカルのどのユーザの権限で CIserverを利用して
辞書にアクセスするかを設定します。

形式

SET PROXY/[NO]DEFAULT [local]

コマンド修飾子

/DEFAULT
/NODEFAULT

修飾子/DEFAULTにより，登録されていないユーザの辞書へのアクセスに対し，
ローカルのユーザの設定を行います。また，修飾子/NODEFAULTにより，そのロ
ーカルのユーザの指定を解除します。

パラメータ

local

ローカル・ノード上のユーザ名を指定してください。 CIserverプロキシ・データ
ベースに登録されていないユーザが，このローカルのユーザの権限で辞書をアクセ
スします。

説明

登録されていないユーザの辞書アクセスの権限を設定します。その権限は，設定し
たローカルのユーザがすでに持っている辞書アクセスの権限と同等になります。こ
の場合，登録されていないユーザからの接続要求は設定したローカルのユーザの権
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SET PROXY/DEFAULT

限で実行されます。/NODEFAULTが指定された場合，このコマンドはパラメータ
をとらず，登録されていないユーザからの接続要求は拒否されます。

例

IMCP> SET PROXY/DEFAULT CIS$DEFAULT

この例では，登録されていないユーザの辞書アクセス権は，ローカルのユーザ
"CIS$DEFAULT"と同じになります。
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SHOW CONNECTION

SHOW CONNECTION

CIserverに接続されているクライアントの情報を表示します。

形式

SHOW CONNECTION

コマンド修飾子

なし

パラメータ

なし

説明

現在サーバに接続されているコネクションの ID番号，クライアントのトランスポ
ート名，ノード名，ユーザ名が表示されます。
トランスポートがローカル・トランスポートの場合，クライアントのノード名は
"LOCAL"となります。
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SHOW CONNECTION

例

IMCP> SHOW CONNECTION
Conn. ID Trans. Remote User
0000DAA0 LOCAL LOCAL JIM

ユーザ JIMがローカル・トランスポートを使用して， CIserverを利用していま
す。このコネクションの ID番号は， 0000DAA0です。
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SHOW PROXY

SHOW PROXY

CIserverプロキシ・データベースに登録されたエントリを表示します。

形式

SHOW PROXY [user]

コマンド修飾子

/ALL

すべてのエントリを表示します。省略時設定は/ALLです。

/NODE=node-name

node-nameで示されるノードに合致する，すべてのエントリを表示します。

/TRANSPORT=transport-name

transport-nameで示されるトランスポートに合致する，すべてのエントリを表示
します。

/USER=user-name

user-nameで示される名前に合致する，すべてのエントリを表示します。

パラメータ

user

参照するユーザの名前を指定します。ユーザ名は node::userの形で表され， node
はノード名， userはそのノード上のユーザ名を示します。ノード名は 1文字から
20文字までの ASCII文字，ユーザ名は 1文字から 30文字までの ASCII文字で表
すことができます。
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SHOW PROXY

このパラメータを省略した場合， CIserverプロキシ・データベースに登録された
すべての CIserverのプロキシ・エントリを表示します。

ワイルドカード文字の使用はできません。

注意

DECnetのノード名は 1～ 6文字の英数字で，必ず 1つ以上の英字を含む
文字列で表されます。

説明

CIserverプロキシ・データベースに登録された CIserverプロキシ・エントリを
参照することができます。表示される情報は，リモート・ノードのユーザ名，ノ
ード名，トランスポート名とそれに対応するローカル・ノードの CIserverプロキ
シ・アカウントです。 SET PROXY/DEFAULTコマンドで指定された省略時の
CIserverプロキシ・アカウントは，ユーザ名，ノード名，トランスポート名がア
スタリスクで表示されます。

なお，ユーザがローカル・トランスポートを使うような CIserverプロキシ・エン
トリは，ノード名がすべて "LOCAL"と表示されます。

パラメータ userが指定されなかった場合，/ALLが省略時設定となり， CIserver
プロキシ・データベースに登録されたすべての CIserverプロキシ・エントリが表
示されます。そのほかのコマンド修飾子として/NODE，/USER，/TRANSPORT
があります。これらの修飾子が複数指定された場合は，そのすべての修飾子に与え
られた値に合致する CIserverプロキシ・エントリを表示します。
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SHOW PROXY

例

1.

IMCP> SHOW PROXY

Transp. User Node Mapped
******** ******** ******** JIM 1
DECNET JOHN PQRST JIM 2
LOCAL KATHY LOCAL JIM 3

CIserverプロキシ・データベースに登録されたすべての CIserverプロキシ・
エントリを表示します。1 では，省略時の CIserverプロキシとしてローカルの
ユーザ "JIM"の辞書アクセス権を利用して辞書が利用できることを表していま
す。2 では，ノード名 "PQRST"のユーザ "JOHN"がローカルのユーザ "JIM"の
辞書アクセス権を利用してDECnetトランスポート経由で辞書が使えることを
表しています。3 では，ローカルのユーザ "KATHY"が同じローカルのユーザ
"JIM"の辞書アクセス権を利用してローカル・トランスポート経由で辞書が使
えることを表しています。

2. IMCP> SHOW PROXY TOKYO::JIM

Transp. User Node Mapped
DECNET JIM TOKYO KEN

ノード "TOKYO"のユーザ "JIM"がDECnetを通してアクセスするときに使
用される CIserverプロキシ・エントリを表示します。この例では，ノード
"TOKYO"のユーザ "JIM"がローカルのユーザ "KEN"の辞書アクセス権を利用
してDECnet経由で辞書が使用できることを表しています。

3. IMCP> SHOW PROXY /USER=PAUL/NODE=ABC

Transp. User Node Mapped
DECNET PAUL ABC KATHY

ノード "ABC"のユーザ "PAUL"にかかわる CIserverプロキシ・エントリを
表示します。この例ではノード "ABC"のユーザ "PAUL"がローカルのユーザ
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SHOW PROXY

"KATHY"の辞書アクセス権を利用してDECnetトランスポート経由で辞書が使
用できることを表しています。
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SHOW SERVER

SHOW SERVER

CIserverのステータスを表示します。

形式

SHOW SERVER

コマンド修飾子

なし

パラメータ

なし

説明

CIserverの現在の状態と現在確立されているコネクション数，およびコンテキス
ト数が表示されます。
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SHOW SERVER

例

IMCP> SHOW SERVER
Server is Running

Connection(s): 3
Context : 3

このコマンドにより， CIserverの現在の状態および，総コネクション数，総コン
テキスト数が表示されます。この例では，コネクションが 3つはられ，コンテキス
トが 3つ存在することを示しています。
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STOP SERVER

STOP SERVER

CIserverを停止します。

形式

STOP SERVER

コマンド修飾子

/NOW

この修飾子を使用すると， CIserverは現在のすべてのクライアントとの接続を切
断し，停止します。切断されたクライアントにはエラーが返ります。この修飾子
は，後に述べる修飾子/SHUTDOWNと同時に使用することはできません。省略時
設定は/NOWです。

/SHUTDOWN

この修飾子を使用すると， CIserverは現在のすべてのクライアントとの接続が終
了した後，停止します。このコマンドを発行した後， CIserverは新しい接続を受
け付けません。この修飾子は前述の修飾子/NOWと同時に使用することはできませ
ん。

パラメータ

なし
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STOP SERVER

説明

CIserverを停止できます。 CIserverの立ち上げは，コマンド・プロシージャ
SYS$STARTUP:IM$CIS_STARTUP.COMにより行ってください。

このコマンドには/NOWと/SHUTDOWNの 2つの修飾子があります。/NOW
を指定すると，サーバはすぐに現在のコネクションを切断し，停止します。
/SHUTDOWNを指定すると，現在存在するコネクションすべての完了を待って，
停止します。この 2つの修飾子を同時に使うことはできません。

例

IMCP> STOP SERVER

このコマンドにより，省略時の修飾子である/NOWが実行されるので，サーバは現
在接続されているクライアントの終了を待たずに，その接続を切断し，サーバ自身
を停止します。
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A
FIPがサポートする PROFILEの INDEX

表 A–1に FIPがサポートする PROFILEの INDEXをまとめます。

表 A–1 FIPがサポートする PROFILEの INDEX

INDEX 許可される値

DEC-JAPANESE.KEY.keybind KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_1 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_2 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_3 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_4 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_5 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_6 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_7 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_8 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.KEY.keybind_9 KEYBINDファイル名

DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow "current","status",数字のいずれか

DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn "current","status",数字のいずれか

DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

(次ページに続く)
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FIPがサポートする PROFILEの INDEX

表 A–1 (続き) FIPがサポートする PROFILEの INDEX

INDEX 許可される値

DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

DEC-JAPANESE.DISP.kanaRendition "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

DEC-JAPANESE.ECHO.ascii "none","bold","blink","reverse","underline"
"zenkaku","hankaku"のいずれか

DEC-JAPANESE.ECHO.autoRomanKana "on","off"

DEC-JAPANESE.ECHO.kana "hiragana","katakana","jiskana"

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize "none" | "rotate" | "done"

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber "none" | "rotate" | "done"

DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition "none" | "done"

DEC-JAPANESE.SERVER.name "0:IM$CISERVER_JP" または
"ノード名::IM$CISERVER_JP"

DEC-JAPANESE.FIP.warningBell "on","off"

DEC-JAPANESE.FIP.conversionStartKey キー名 (注 1)

DEC-JAPANESE.FIP.statusLinePrompt 日本語文字列

DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana "on"または "off"

DEC-JAPANESE.CHAR.codeSet "sdeckanji"または "deckanji"

DEC-JAPANESE.ECHO.romkanaDB ファイル名

(注 1)

‘‘キー名’’とは,『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』の付録 Aの表 A-1 "キー名
リスト " に載っているキー名が該当します。たとえば，次のようなものが挙げ
られます。
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FIPがサポートする PROFILEの INDEX

1）文字キー "X", "x"（大文字と小文字は区別されます）

2）数字キーパッド "KP0"（KP0キー）
"COMMA"（KP,キー）

3）ファンクションキー "F6"（F6キー）
"DO"（DOキー）

4） "Ctrlキー "との組み合わせ "NULL"（ Ctrl/スペース ）
"CTRL_A"（ Ctrl/A

詳しくは，『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』の付録 Aを参照してくださ
い。
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B
FIPのメッセージ

1.

%NONAME-I-NOMSG, Message number xxxxxxx

このメッセージが出るときには， FIPが正しくインストールされていません。
システム・マネージャに対処を依頼してください。

2.

%FIP-I-WAITCONFIP, Wait establish FIP connection...
%FIP-F-NOTRDMBX, Cannot read mailbox
-%SYSTEM-S-BUFFEROVF, output buffer overflow

このメッセージが出るときには， PROFILE内のある INDEXの値が正しく設
定されていない可能性があります。 PROFILEの内容を確認してください。
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C
制限事項

日本語入力プロセス (FIP)には，次の制限事項があります。

1. アプリケーションが FIPを使って日本語入力を得るためには，次の条件がすべ
て満たされていることが必要です。

• ターミナルが Pasthruモードでないこと

• ターミナルがNoechoモードでないこと

• QIOリード要求がNoechoでないこと

2. ブロードキャスト・メッセージ後，入力ラインのリフレッシュは行いません。

3. 仮想端末を使用中にディスコネクトを行い，再度コネクトした時点での最初の
リード要求は無視されます。

4. リモート・ターミナル ( RT )で使用することはできません。

5. アプリケーションによっては，ユーザが指定した日本語変換スタート・キーが
起動しない場合があります。

6. アプリケーション定義の複数回のキーストロークによるファンクション・キー
が，動作しない場合があります。

7. アプリケーションがターミナルの属性を挿入モードにした場合 (例， VAX
NOTE)，入力した文字列が，日本語変換後に右にシフトすることがあります。

8. QIOリード要求で，右揃えのリード・ベリファイは行いません。

9. シフト JISのコードセットは扱いません。
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